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(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第３四半期の業績（2019年４月１日～2019年12月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第３四半期 8,695 △7.2 599 △14.8 608 △14.7 414 △2.5

2019年３月期第３四半期 9,366 7.4 704 20.9 712 20.7 424 6.7
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第３四半期 34.20 －

2019年３月期第３四半期 35.02 －
　

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年３月期第３四半期 9,907 6,867 69.3 566.85

2019年３月期 10,422 6,836 65.6 563.48
(参考) 自己資本 2020年３月期第３四半期 6,867百万円 2019年３月期 6,836百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 － 0.00 － 25.00 25.00

2020年３月期 － 10.00 －

2020年３月期(予想) 15.00 25.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　　

　

３．2020年３月期の業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,600 △9.4 830 △19.5 838 △19.3 570 △12.5 47.05
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：有
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期３Ｑ 13,865,992株 2019年３月期 13,865,992株

② 期末自己株式数 2020年３月期３Ｑ 1,750,111株 2019年３月期 1,733,730株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期３Ｑ 12,115,225株 2019年３月期３Ｑ 12,132,264株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等について）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）２ペー
ジ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間における日本経済は、雇用・所得環境の改善が続くなかで緩やかな回復が続いているも

のの、米中貿易摩擦、英国ＥＵ離脱問題など海外経済への影響により、先行きは不透明な状況で推移いたしまし

た。

当社が属する情報サービス業界におきましては、特定サービス産業動態統計（2019年11月分確報）によると売

上高は前年同月比0.1％の増加、受注ソフトウェアにおけるシステムインテグレーションは同3.2％の増加となり

ました。一方、ＩＴ技術者は「質」・「量」とも不足しており、システム開発要員の確保が厳しい状況が続きま

した。

このような環境のもと、当社は当事業年度を初年度とする中期事業計画（2019～2022年度）をスタートさせ、

金融系のシステム構築・保守業務を中心としたＳＩ事業の拡大に加え、データの利活用を基軸としたデジタル案

件の獲得やサービス提供型ビジネスの構築を進めてまいりました。

当第３四半期累計期間の業績は、非金融系分野における通信系業務の基盤更改が伸びたものの、金融系分野に

おいて大型案件が収束していくなかで新規案件の規模が中小型化したことにより、売上高は8,695百万円（前年同

期比7.2％減）となりました。利益面については新規事業への投資や本社フロア増床に伴う費用が増加したことに

より、営業利益は599百万円（同14.8％減）、経常利益は608百万円（同14.7％減）、四半期純利益は414百万円

（同2.5％減）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

　①ソフトウェア開発

当社の中心的なビジネス領域である金融系分野は、売上高6,927百万円（前年同期比11.2％減）となりまし

た。大型案件の収束及び保守体制の縮小により、生命保険系業務は1,950百万円（同1.2％減）、損害保険系業

務は2,765百万円（同20.3％減）となりました。新規顧客の獲得が進んだものの保守案件が減少したことによ

り、証券系業務は1,282百万円（同0.5％減）、銀行系業務は646百万円（同8.9％減）となりました。

非金融系分野は、売上高1,500百万円（同13.1％増）となりました。通信会社向けを中心とした基盤系保守が

拡大した通信系業務は822百万円（同10.9％増）、保守領域で機能拡張を行った医療・福祉系業務は349百万円

（同33.1％増）となりました。

これらの結果、ソフトウェア開発の売上高は8,427百万円（同7.7％減）となりました。

　②情報システムサービス等

情報システムサービス等の売上高は267百万円（前年同期比11.7％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

＜資産、負債及び純資産の状況＞

当第３四半期会計期間末における総資産は9,907百万円となり前事業年度末に比べ515百万円減少しておりま

す。これは主として、仕掛品が113百万円、有形固定資産が105百万円、投資有価証券が79百万円増加し、現金及

び預金が296百万円、売掛金が492百万円、繰延税金資産が120百万円減少したことによります。

また、負債合計は3,039百万円となり前事業年度末に比べ546百万円減少しております。これは主として、買掛

金が109百万円、未払法人税等が198百万円、賞与引当金が160百万円減少したことによります。

純資産は6,867百万円となり、前事業年度末に比べ31百万円増加しております。これは主として、四半期純利益

414百万円を計上したこと、その他有価証券評価差額金が54百万円増加したこと、剰余金の配当により424百万円

減少したことによります。これらの結果、自己資本比率は69.3％となり、前事業年度末に比べ3.7ポイント増加し

ております。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期累計期間の業績動向等を踏まえ、2019年５月15日に公表いたしました通期業績予想を修正してお

ります。詳細につきましては本日別途公表いたしました「通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照くだ

さい。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2019年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2019年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,499,933 7,203,604

売掛金 1,773,866 1,281,504

仕掛品 4,301 117,428

その他 77,858 135,068

貸倒引当金 △5,318 △3,813

流動資産合計 9,350,641 8,733,791

固定資産

有形固定資産 27,025 132,053

無形固定資産 6,170 6,710

投資その他の資産

投資有価証券 202,527 281,749

繰延税金資産 734,136 613,313

その他 107,718 145,347

貸倒引当金 △5,675 △5,675

投資その他の資産合計 1,038,708 1,034,735

固定資産合計 1,071,904 1,173,500

資産合計 10,422,545 9,907,291

負債の部

流動負債

買掛金 652,169 542,241

未払金 81,761 39,014

未払費用 130,073 148,114

未払法人税等 198,401 －

賞与引当金 337,281 176,926

受注損失引当金 40,000 －

その他 179,523 179,591

流動負債合計 1,619,210 1,085,888

固定負債

退職給付引当金 1,912,580 1,868,768

役員退職慰労引当金 54,503 －

その他 － 84,716

固定負債合計 1,967,084 1,953,484

負債合計 3,586,295 3,039,373

純資産の部

株主資本

資本金 526,584 526,584

資本剰余金 531,902 542,007

利益剰余金 6,234,890 6,224,737

自己株式 △545,585 △568,849

株主資本合計 6,747,791 6,724,479

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 88,459 143,438

評価・換算差額等合計 88,459 143,438

純資産合計 6,836,250 6,867,918

負債純資産合計 10,422,545 9,907,291
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

売上高 9,366,836 8,695,380

売上原価 7,759,582 7,216,712

売上総利益 1,607,254 1,478,667

販売費及び一般管理費 902,831 878,678

営業利益 704,422 599,989

営業外収益

受取配当金 3,767 3,602

保険事務手数料 716 706

貸倒引当金戻入額 883 1,505

保険配当金 1,689 1,389

投資有価証券売却益 536 －

その他 948 1,187

営業外収益合計 8,540 8,390

経常利益 712,963 608,380

特別損失

ゴルフ会員権評価損 784 －

特別損失合計 784 －

税引前四半期純利益 712,179 608,380

法人税、住民税及び事業税 156,669 97,486

過年度法人税等 61,886 －

法人税等調整額 68,752 96,581

法人税等合計 287,309 194,067

四半期純利益 424,869 414,312
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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３．補足情報

　生産、受注及び販売の状況

(１) 生産実績

当第３四半期累計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高（千円） 前年同四半期比（％）

ソフトウェア開発 8,567,395 92.7

情報システムサービス等 267,387 111.7

合計 8,834,783 93.2

(注) １ 金額は販売価格によっております。

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(２) 受注実績

当第３四半期累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

ソフトウェア開発 8,387,659 89.0 1,652,092 81.4

情報システムサービス等 277,391 112.1 83,146 110.9

合計 8,665,050 89.6 1,735,238 82.5

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(３) 販売実績

当第３四半期累計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高（千円） 前年同四半期比（％）

ソフトウェア開発 8,427,992 92.3

情報システムサービス等 267,387 111.7

合計 8,695,380 92.8

(注) １ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２ 当第３四半期累計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次の

とおりであります。

相手先

前第３四半期累計期間
（自 2018年４月１日

　 至 2018年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自 2019年４月１日

　 至 2019年12月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

株式会社野村総合研究所 2,485,329 26.5 2,599,996 29.9

ＳＣＳＫ株式会社 1,069,661 11.4 1,020,589 11.7

　 (注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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